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研究成果の概要（和文）：本研究は、1990年代の第二言語習得研究分野の中で指摘されるようになった相互行為
能力（Interactional competence=IC）観に基づくこれからのコミュニケーション能力を再定義し、実際の教室
実践の中での学習者間、あるいは指導者と学習者間のやりとりの分析調査を行うことを目的とする。①特に1990
年代以降のICに関する文献や提唱者からのインタビュー等を基に日本の学校外国語教育に取り入れるべきコンテ
ンツの整理を行い、②その概念に基づく教室実践データの中から参与者のIC活用場面の分析を行った。分析方法
は、参与者の会話分析およびインタビューの質的調査法を用いた。

研究成果の概要（英文）：In this study, I have tried to reexamine 'communicative competence' as 
intercultural competence(=IC), which has been discussed after the 1990s in the field of second 
language acquisition (SLA). For this purpose I have reviewed the literature on this issue, and have 
developed the foreign language lessons from this point of view following to the qualitative analysis
 of the  lessons.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は, 現行の日本の学校外国語教育の目的がスキル獲得に終始するコミュニケーション能力の育成であるこ
とを批判的に捉え、従来のコミュニケーション能力を再定義するため 、実際の教室実践の中での学習者間、あ
るいは指導者と学習者間のやりとりの分析を行うことを目的とした。 ３年間の成果として, 相互行為能力観お
よび社会文化理論の背景理論に基づいた授業実践を提案し、視覚および音声データを得た。分析の結果は論文発
表および学会発表として公表した。これによって, 相互行為能力とは, 個人に閉じられた能力ではなく, 個人の
能力はその場に居合わせたすべての参加者の能力であることを相互行為プロセスから実証した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

日本の学校外国語教育の文脈に、初めて「コミュニケーション能力育成」が目的

として言及されたのは 1989年度の学習指導要領である。背景には、80年代に主流と

なった聴・話を含むスキル向上とコミュニケーション能力の育成を目的とするコミュ

ニカティブ・アプローチ（Canale & Swain、1980）の、文法能力のみならず、社会言語

能力、談話能力、方略能力を合わせた４つの構成要素からなる言語能力観がある。以

来、日本の学校外国語教育においては未だ「スキル獲得＝コミュニケーション能力育

成」との概念が支配的であるが、90年代以降になると、Kramsch（1993;2000）、Byram 

& Zarate（1994）、Byram（2008）、Young(2011)らによって、言語教育は言語が使用

される社会や文化への認識をより高めるべきだとして、これまでのスキル獲得重視の

個にとじられた伝達能力をモデルとするコミュニケーション能力ではなく、多様な社

会的文脈を背負った人との「相互文化的コミュニケーション能力：Intercultural 

communicative competence=ICC」（Byram,2008）あるいは「相互行為能力:Interactional 

competence＝IC」(Young、2011)の育成への転換が示唆されている。このような流れを受け、

指導法についても相互性、関係性を重視した実践報告がなされるようになっている。日本でも、

文科省が 2010 年にコミュニケーション教育推進会議を立ち上げ、「多様な価値観を持つ人々と

協力、協働しながら社会に貢献することができる創造性」を育成するコミュニケーション能力

の育成を唱えており、他者との「協働」また「社会」への「貢献」（＝参加）の重要性を強調

している。 

申請者はこれまで、異校種、異年齢の学習者（大学生、専門学校生、シュタイナー学

校生徒および児童）を対象に、ホリスティック教育、グローバル教育あるいは異文化理解

教育的な視点から自律的な学習につながる教室実践を行ってきた。（2009、2012、2015

他）また近年は、他者との協働作業が約束である多言語活動を小学校外国語活動として行

う意義をいくつかの教室実践をもとに主張している。（2013、2014、2015他）これらの教

室実践はいずれも、トレーニング中心の知識とスキル獲得ではなく、外国語学習を通し社

会参加への内発的動機を喚起する市民性、相互文化性、相互交流性を高めるためのコミュ

ニケーション能力の育成を念頭においたものである。本研究において焦点をあてようとす

るコミュニケーション能力、とりわけ IC、ICCの発達に関する成果としては、これまでの

実践で言語活動は他者との関係性、あるいは協働の産物として意味をもつものであるとい

う学習者への意識づけ、また言語活動を通して社会に参加する重要性への気づきを促した

という点が評価に値すると考えている。一方課題としてあげられるのは、これまでの実践

では学習者が伝達能力として蓄積したどのリソースをどのように配置し、実際のコミュニ

ケーションを成り立たせているかという具体的な分析にいたっていない点、そのために課

題の特定への糸口を見つけられていない点である。したがって本研究では、小学校または

中学校における外国語教育の教室実践でおこる児童・生徒同士、あるいは子どもと教師の

協働、あるいは関わりの実態分析を通して、個人がどのようなリソースを活用し、どのよ

うにコミュニケーションを成立させているかを明らかにしたいと考えている。なお、リソ

ースとは、伝達能力として個人の中に蓄積されている言語・文化の知識や運用に関する様々

な能力を指す。 

 

２．研究の目的 

本研究は、現行の日本の学校外国語教育の目的が、スキル獲得に帰しているコミュニケーシ



ョン能力の育成であることを批判的にとらえ、1990年代の第二言語習得研究分野の中で指摘さ

れるようになった相互行為能力（Interactional competence=IC）観に基づくこれからのコミュ

ニケーション能力を再定義するため、実際の教室実践の中での学習者間、あるいは指導者と学

習者間のやりとりの分析調査を行うことを目的とする。そのために、①特に 1990年代以降の

ICに関する文献や提唱者からのインタビュー等を基に日本の学校外国語教育に取り入れるべ

きコンテンツの整理を行い、②その概念に基づく教室実践データの中から参与者の IC活用場

面の分析を行うことを計画している。 

 

３．研究の方法 

⑴文献収集・整理：コミュニケーション能力観、質的調査法に関する文献収集を行い、内容整

理を通してこれらのテーマを概観する。 

⑵小学校教師へのインタビュー：教材開発・授業実践を通じての意識変容に関するデータ収集

を行う。 

⑶教室実践の会話データ集・分析：パイロット調査を経て本調査を通してデータ収集する。 

についての学会発表、論文投稿  

(4)各種データの内容に基づき現場教師とともに児童・生徒の学び分析する。分析方法は、参与

者の会話分析およびインタビューの質的調査をする予定である。 

(5)分析の成果報告（学会・論文発表等）を行う。 

 

４．研究成果 

 本研究の成果は、以下の 3本の発表と 3本の投稿論文として報告した。岩坂・和泉元・

横田（2017）は、大学生と留学生のインタビュー詩という教室実践における相互行為上、

参加者が利用する様々なリソースとそのプロセスの記述を、いくつかの社会的理論に

照らして考察した。第二言語習得（Second Language Acquisition: SLA）研究におけ

る社会文化的アプローチでは、 文脈とその場を共有する参与者の相互行為能力による

言語発達の動的変化を重視する。社会文化的視点は、 伝達モデルによる言語能力観や

言語学習の現象を複眼的かつ俯瞰的に観ることを可能にし、 コミュニケーション能力

の発達を認知主体である個人とそれをとりまく社会的関係や環境を全体として捉える

点に意義を見出した。（キーワードは、第二言語習得（SLA）、 コミュニケーション能

力、SLAの社会文化的視点、相互行為能力、リソース、媒介手段（文化的道具）） 

 岩坂（2018）では、小学校外国語活動のインタラクションの記述を、社会文化理論

（SCT）を背景とした相互行為能力（IC）の発達という観点から、児童がどのように言語を

発達させているかを考察した。注目したのは, van Lier（1996）の指摘する学習者の主体的な

関わり（active engagement）と 学習の対象である言語そのものとインタラクションの質であ

る。この実態を認めるために 

用いたのは、学習者である児童の内側から（emic）の関わりを知る方法として会話分析であ

る。児童は実践授業の目的である、自分が誰かとshareするモノを絵に描いた。そして、そ

れぞれの絵に描いたモノの名前の交渉や構文の中での反復練習の機会を得、徐々に個人の

言語発達、内化のプロセスを進んでいったのである。発達の源であるICは言語や他者など

の様々なインタラクションによって引き出されると同時に、 発達の結果としてのより高次

なICはさらなるインタラクションを媒介する、 つまり言語の発達はインタラクションとと



もにあるのである。本稿は以上のような社会文化理論に依るインタラクションの視点によ

って考察した。（キーワードは、教室談話、相互行為能力、会話分析である。） 

 岩坂・横田（2018）では、社会文化的視点による小学校外国語教育の可能性と

して「媒介−手段−を用いて−行為する−個人」を分析する意義を説いた。まず、Vygotsky

の思想の根幹をなす「媒介」の概念による発達のメカニズムを概観し、次に SLA研究

における新しい言語能力観「相互行為能力（IC）」と、発達の媒介手段となるリソース

について言及した上で、小学校外国語教育における先行実践を社会文化的な視点から

読み解き、今後の小学校外国語教育のあり方に対する示唆を得た。（キーワードは、媒

介、媒介的道具、アプロプリエーション、リソースである。） 

 次に発表について報告する。岩坂（2017）は、小学校外国語活動における教

師と児童のインタラクションのプロセスを会話分析の手法によって分析し、その場の

関係構築の様子から相互行為能力の発達の可能性を示した。我々が日々の会話の中で

無意識に行っていることや利用しているリソースを明らかにする会話分析によって、 

本実践の中で、学習者がどのように参加をしていたか、またその場の相互行為がどの

ように協働的に構築されていたかを可視化した。学習者である子どもたちは教師の表

情やしぐさあるいは言語的な特徴、自己概念のリソース、 つまり「知識を持ち与える

人」と「知識を与えられ教えられる人」という立ち場や役割、また母語の音声に関す

る言語知識といった様々なリソースを利用しながら、相互行為能力を発揮することで

ALTの勘違いの原因に気づいた。教育的な示唆として、 教師の意識化、 そして発達

に対する支援の重要性が挙げられる。相互行為能力というのはその場の環境や相互行

為の中で引き出された様々なリソースを学習者が使用できる能力であるが、 多くの場

合、人は複雑に見える会話のメカニズムの中に無意識に置かれている。そうした中で

学習者が会話のメカニズムを有効に利用できるようになるためには、「教師も学習者も

まずは会話の中で何が起こっているかを意識化しなければならない」(Wong & 

Waring(2010))。現場の教師教師と学習者の関係に埋没せず、客観的に教室談話をモニ

ターし、 学習者の発達への支援となるリソースに気づくアンテナをはっておけること

は重要である。 

 岩坂・阿部（2018）は、南アルプス子どもの村小学校で実施した単元「What is 

peace?～難民問題を通して考える自分たちにできること～」（全 6 回）で観察された児童

の peaceの意味解釈の変容過程を社会文化理論で分析した。外国語学習における学習者の

概念発達は「様々な活動を通して「他」（物、者、事）との関係を見出し、「他」との共感

的な関係を構築していく中で起こる（Wertsch, 1991)。児童は、難民をテーマとする絵本

や商業用ポスター等の教材、教師と児童あるいは児童間のやりとりを通して作成したオリ

ジナルの peace ポスター（成果物）を媒介として、自らの peace の意味理解を変容させ、

ことばの概念を発達させていった。分析にあたっては、授業の録音・録画、児童の学習記

録であるポートフォリオ、実践者の授業観察ジャーナル等のデータを使用し、児童の意味

理解あるいは概念発達のプロセスを明らかにした。 

 横田・岩坂・岡本・佐藤・當銘（2019）は、日本国際理解教育学会の特定課題研

究の中のプロジェクトの一つ、「難民問題から国際理解教育を問う」の中に生まれた「こと

ば・からだ・アート」チームによる発表である。発表者らはこれまで国際理解教育を軸に、

難民と市民の「あいだ」（この「あいだ」は小玉（2013）に由来する）の断絶にアプローチ



する学習プログラムを考案し実践してきた。我々が重視したのが「ことば・からだ（身体

性）・アート」という視点である。この３つの視点を融合させることで、学習者の認識のみ

ならず情動にまで働きかけることができるのではないかと考えた。 「ヴィゴツキーにお

いては、思考、行動、情動からなる機能的統一体が重視されたわけであるが、やはりもっ

とも重視していたのは情動であった」（田澤、2015）と述べていることから、情動が、「こ

とば・からだ・アート」といかに繋がるのか、もとよりその三つはそれぞれバラバラに存

在しているものではないが、その転換・変換・イメージの創造がどのように行われていた

のか、そしてそれが市民性教育にどう結びつくのかを検討した。 
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